
工業 
 科目 工業技術基礎 （必修） 

授業時数 ３ 単位 

電気科 履修学年 １ 学年 

 

目 標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の諸課題を適切に解決することに必

要な基礎的な資質・能力を育成することを目指す 

 

●学習内容 

１学期 ３０時間 ２学期 ４２時間 ３学期 ３３時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

教材  授業の進め方 

「工業技術基礎」教科書（実教出版） 

自主作成教材（プリント） 

 工業の発展を担う職業人として必要な資質・能力の育成を目指して，工業の見方・

考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行う。 

 具体的には，座学で使用している教科書やプリントを中心に授業を進めるが，テー

マによっては，資料や動画などを通して，視覚的にも理解できるように進める。 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

工業の各分野に関する技術を実

際の作業に即して総合的に理解

するとともに，関連する技術を身に

付けている。 

工業の各分野の技術に関する課

題を発見し，工業に携わる者とし

て科学的な根拠に基づき工業技

術の進展に対応し解決する力を

身に付けている。 

工業の各分野に関する技術の向

上を目指して自ら学び，工業の発

展に主体的かつ協働的に取り組

む態度を身に付けている。 

習得する 

（わかる） 

工業の各分野に関する技術を実

際の作業に即して総合的に理解

している。 

工業の各分野の技術に関する課

題を発見し，工業に携わる者とし

て，工業技術の進展に対応し解

決する力を身に付けている。 

工業の各分野に関する技術の向

上を目指して自ら学び，協働的に

取り組もうとしている。 

評価方法 課題・報告書・授業観察 課題・報告書・授業観察 授業に取り組む姿勢や意欲 

 

 

 

＜指導項目＞ 
① 人と技術と環境 
② 加工技術・ 
  プログラミング技術 
③ 分析と測定技術 

◉ 実習テーマ⑴ ･･･予定時数 33時間 

 ・安全作業の心がまえ     指導項目① 

 ・知的財産権とアイデアの発想 指導項目① 

 ・オームの法則と報告書    指導項目③ 

 ・テスター製作        指導項目② 

 ・GoogleClassroom実習１   指導項目① 

◉ 実習テーマ⑵ ･･･予定時数 36時間 

 ・抵抗の直並列回路     指導項目③ 

 ・電気工事１        指導項目② 

 ・GoogleClassroom実習２  指導項目① 

 ・Arduino実習ボードの製作 指導項目② 

◉ 実習テーマ⑶ ･･･予定時数 36時間 

 ・電気工事２        指導項目③ 

 ・デジタル回路       指導項目③ 

 ・Arduinoプログラミング  指導項目② 

 ・C言語プログラミング   指導項目② 



単元別（指導項目別） 評価規準 

指導項目① 人と技術と環境 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

人と技術と環境との関わりについて

工業を取り巻く状況の変化を踏ま

えて理解するとともに，工業に携わ

る者として必要な基礎的な技術を

身に付けている。 

工業技術を取り巻く状況に着目し

て，人と技術と環境との関わりに関

する課題を見いだすとともに解決策

を考え，科学的な根拠に基づき結

果を検証し改善している。 

人と技術と環境との関わりなどに

ついて自ら学び，工業の発展を図

ることに主体的かつ協働的に取り

組もうとしている。 

習得する 

（わかる） 

人と技術と環境との関わりについて

工業を取り巻く状況の変化を踏ま

えて理解している。 

工業技術を取り巻く状況に着目し

て，人と技術と環境との関わりに関

する課題を見いだすとともに解決策

を考えている。 

人と技術と環境との関わりなどに

ついて自ら学んでいる。 

指導項目② 加工技術・プログラミング技術 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

加工技術について工具や器具の

扱い方及び機械や装置類の活用

を踏まえて理解するとともに，工業

に携わる者として必要な基礎的な

技術を身に付けている。 

材料の形態や質が変化することに

着目して，加工技術に関する課題

を見いだすとともに解決策を考え，

科学的な根拠に基づき結果を検証

し改善すること。 

工業の各分野に関する要素技術

を総合化した内容について自ら学

び，工業の発展に主体的かつ協

働的に取り組む態度を身に付けて

いる。 

習得する 

（わかる） 

加工技術について工具や器具の

扱い方及び機械や装置類の活用

を踏まえて理解している。 

材料の形態や質が変化することに

着目して，加工技術に関する課題

を見いだしている。 

工業の各分野に関する要素技術

を総合化した内容について自ら学

んでいる。 

指導項目③ 分析と測定技術 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

生産の仕組みについて工業製品

の製作を踏まえて理解するととも

に，工業に携わる者として必要な

基礎的な技術を身に付けている。 

生産に関する技術と生産の過程に

おける材料の分析や製作途中での

測定に着目して，生産の仕組みに

関する課題を見いだすとともに解決

策を考え，科学的な根拠に基づき 

結果を検証し改善している。 

生産の仕組みについて自ら学び，

工業の発展を図ることに主体的か

つ協働的に取り組んでいる。 

習得する 

（わかる） 

生産の仕組みについて工業製品

の製作を踏まえて理解している。 

生産に関する技術と生産の過程に

おける材料の分析や製作途中での

測定するｊことができる。 

生産の仕組みについて自ら学び，

工業の発展を図ることに主体的に

取り組んでいる。 

 


